
(正答例） 「よろづのこと」を「笠、竿、笊、籠、
筆、箱、筒、箸。 」というように具体的に書い
て、翁が竹でどのようなものを作っていたの
かが分かるようにしている。 

 
 
 
 

 

 

 

 
保護者の皆様には、日頃から本校の教育活動にご理解とご協力をいただいておりますことに、心から感謝

申し上げます。 

さて、本年４月に実施いたしました全国学力・学習状況調査の本校の結果がまとまりましたので、その概

要をお知らせいたします。本校では、すでにこの調査結果を踏まえ、生徒の学力向上に向けた改善プランを

作成し、学校の教育計画や日常の授業の改善に取り組んでおります。今後も学校と家庭が、お互いの役割を

認識しながら一人一人を大切に育んでいきたいと考えております。家庭での学習などの取組についてもご理

解・ご協力をお願いいたします。 
 

１．教科に関する調査結果 

【国語】   

①領域別の結果 

言葉の特徴や使い方に関する事項 

この内容の問題は２問でしたが、「推し

量る」の「推」の漢字を文脈に即して書

くことに課題が見られました。「落胆す

る」の意味を選択する問題は、全国・北

海道とほぼ同じくらいの正答率でした。 
 

情報の扱い方に関する事項 

この内容の問題は２問でした。「見出し

をつける」問題の正答率が全国を若干下

回っていますが、無回答率は3.4％でし 

た。自分の考えを伝えようとする意識が 

非常に高いことがわかりました。 
 

我が国の言語文化に関する事項 

この内容の問題は3問でしたが、「歴 

史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す」問 

題の正答率は全国を大幅に上回っていま 

した。国語科で行っているリーディング 

ワークショップの取り組みの成果もあり、 

「自分がこれからどのように本を読んで 

いきたいか」については全国平均を大き 

く下回る無回答率でした。 
 

 

 

 

 

 

【学 校 教 育目標 】  
『真理を求め 心豊かに たくましく』 
 
知性を磨き創る人  広く絆を結ぶ人 
理想を求め励む人 気高く強く生きる人 
すすんで道を拓く人 

R5全体スローガン「生徒も教師も粘り強く」 

 

 

未来への輪 
 

 

 

 

 

 

輪 

千歳市立向陽台中学校  学校便り 特別号 令和 5年１１月 30日発行 

 

令和 5年度 全国学力・学習状況調査の結果 特別号  

全国の平均正答率と比較して「相当低い」という結果でした。 

【読むこと】  4 問三 

正答率27.1%  無回答率 42.4% 
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話すこと・聞くこと 

「適切なものを選択する」問題が２問あり、どち

らも無回答率が０％でした。しかし、「自分の考えを

書く」問題の無回答率は23.7％となっており、引き

続き「自分の考えを書く」問題にねばり強く取り組

むように指導していきます。 

書くこと 

この内容の問題は２問でした。「判じ絵」の解読の

仕方を書く問題では、無回答率は全国平均よりやや

高いくらいでしたが、正答率が低かったため、今後

も、「読解したことを記述する」という流れで、授業

を組み立てていきます。 
 

読むこと 

この内容の問題は４問でした。選択問題の無回答

率は全て０％で、全国を下回っています。しかし、「現代語で書かれた『竹取物語』のどこがどのように工夫

されているか」を書く問題では、無回答率も高く、正答率が全国平均を大幅に下回っているため、授業の中

で、記述をする場面を増やしていきます。 
 

②正答数の分布 

15問中7問正答の割合が最も高く、15問全て正解した割合は、全国平均よりも低くなっています。中

間・下位層が多く、上位層が少ない状況が見られます。 
 

【学校の取り組みと改善策】 

 本校の課題は、「自分の考えを適切に表現する」「比較して必要なものを選択する」ことです。そのため、

国語科では、言語活動を中心とした異学年交流を意識して行っています。２週に一回程度、図書ホールで、

ＲＷ（リーディングワークショップ）・ＷＷ（ライティングワークショップ）を行い、全学年で、読書をして、

内容や感想を話し合ったり、物語を作ったりする授業を行っています。 

 

 

【数学】  

①領域別の結果 

数と式 

この領域の問題は５問でしたが、「-5、

0、3、4、7、9の中から自然数をすべ

て選ぶ」選択式の問題の正答率は、全国

を下回っており、知識的な面で課題が見

られました。しかし、問題場面における

考察の対象を明確にとらえることがで

きるかどうかをみる問題は、正答率が非

常に高く、全国平均も超えていました。 
 

図形 

この領域の問題は３問でしたが、すべての問題で正答率が全国を下回っており、課題が見られました。ま

た、「ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができるかどうかをみる」記述式の問題の無

回答率が全国を上回っていました。 
 

関数  

この領域の問題は４問でしたが、すべての問題で正答率が全国を下回っており、課題が見られました。し

かし、「反比例の意味を理解しているかどうかをみる」選択式の問題の無回答率が 0％で、全員が問題に取

り組むことができていました。 
 

全国の平均正答率と比較して「相当低い」という結果でした。 
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データの活用 

 この領域の問題は３問でし 

たが、「四分位範囲の意味を 

理解しているかどうかをみる」 

短答式の問題の正答率は、全 

国を上回っています。しかし、 

「複数の集団のデータの分布 

の傾向を比較して捉え、判断 

の理由を数学的な表現を用い 

て説明することができるかど 

うかをみる」記述式の問題の 

正答率は、全国を下回ってお 

り、課題が見られました。ど 

の問題も無回答率は全国を下 

回っていました。 
 
②正答数の分布 

 １５問中０～３問、６～７問の正答数の生徒の割合が全国より高くなっています。一方、９～１５問以下

の正答数の割合は低くなっていることから、いわゆる上位層が少なく、中間層と下位層が多いという状況が

見られます。 
 

【学校の取り組みと改善策】 
本校は、自分の考えを文章や言葉で表すことに苦手

感を持つ生徒が多い状況です。今回の結果を併せて考

えると、本校の課題は主に図形や関数の領域で、『根拠

を明確にし、筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を

数学的な表現で説明する」ことができる力を高めるこ

とです。 

そのため学校では、生徒と教師または生徒同士の対

話的な活動を重視した授業づくりを意識して行ってい

ます。一問一答形式の対話にならないよう、「なぜその

ような考えに至ったのか」「どのように求めたのか」を

他の生徒とも共有できるような活動を行っています。

その中で、自分の考えと比較したり、新しい考え方を見

つけたりするとともに数学的な表現をする力を育んで

います。 

 

【英語】  

①領域別の結果 

聞くこと 

6 問中 1 問だけ正答率が全国平均と

同等でしたが、その他5問については、

全国平均よりも正答率で20％程度下回

っており、無回答の人数も全国平均より

もやや上回っています。 
 

読むこと 

文と文との関係を正確に読み取る力

では、全国平均よりも10％程度正答率

が上回っています。また、無回答の人数

が 0％の問題が 4 問あり、粘り強く取

【図形】  9 問一  

正答率26.7％ 無回答率30.0％ 

（正答例） △ＡＢＣ≡△ＣＥＡより、合同

な図形の対応する角は等しいから、 

∠ＢＣＡ＝∠ＥＡＣ よって、錯角が等し

いから、ＢＣ∥ＡＥ 

全国の平均正答率と比較して「相当低い」という結果でした。 
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り組んでいることを読み取ることができます。全体的 

には、正答率において、全国平均よりも10％程度下 

回っています。 
 

話すこと［やり取り］ 

全国平均と比較すると正答率において10％以上下 

回っている問題が2問ありました。7％下回っている 

問題は1問ありました。やり取りをする力が著しく落 

ちていることが読み取れます。 
 

話すこと［発表］ 

 環境問題についてプレゼンテーションを聞き、話し 

手の意見に対する自分の考えとその理由を伝える問題 

では、全国平均よりも20％下回る正答率でした。自 

分の意見を理由をつけて話す力についても著しく落ち 

ていることが読み取れます。 
 

書くこと 

5問中3問が全国平均と比較すると30％以上下回 

っています。残りの2問についても、全国平均を10 

％～20％程度下回っており、書くことを苦手としてい 

る生徒が多いです。無回答の人数も全国平均と比較す 

るとかなり多く、英語で書くことが極めて苦手である 

ことが読み取れます。 
 
 
 
 
 
 
②正答数の分布 

 17 問中 6 問以下の正答数の割合が全国平均より

も高くなっています。７問～１５問の正答率の割合

は全国よりも下回っており、いわゆる中間層及び上

位層が少なく、下位層が多い状況が見られます。 
 

【学校の取り組みと改善策】 
読んだものを自分なりにまとめて、絵や図でまと

めて、内容理解に努めさせます。その図や絵を説明で

きるように、自分なりに要約します。自らの意見を書

いたり、言ったりする力を伸ばすために、その読んだ

ものから連想する問いを英語で作ります。その問い

に対して、自分なりの意見を書く取り組みをしてい

ます。まとめたものを使って、プレゼンテーション、

英会話に繋げています。 

 

 

 

２．生徒質問紙調査結果 

 72項目の質問がありました。 

本校の特徴的な項目をお知らせすると同時に、子どもたちのより良い成長に向けて、家庭との連携協力を

確実に図ります。 

 

【書くこと】  8 問2  正答率8.1％ 無回答率48.4% 

(正答例） I agree with you. If robots do 
our  housework, we will have more 
time. 



1 規範意識・自己有用感・規範意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

良い傾向にあること 全国を100としたときに、本校で特に上回っているもの 

〇自分には、よいところがあると思う   …40%ほど上回っている 

〇先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う …30%ほど上回っている 

〇先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教えてくれて 

 いると思う  …35%ほど上回っている 

〇人が困っているときは、進んで助けている  …30%ほど上回っている 

〇困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる  …35%ほど上回っている 

〇人の役に立つ人間になりたいと思う  …20%ほど上回っている 

〇自分と違う意見について考えるのは楽しいと思う  …20%ほど上回っている 
 

改善が必要なこと 全国を100としたときに、本校で特に下回っているもの 

●将来の夢や目標を持っている  …35%ほど下回っている 

●学校に行くのは楽しいと思う …25%ほど下回っている 

●普段の生活の中で、幸せな気持ちになることがよくある  …25%ほど下回っている 

 

【調査結果を踏まえた今後の主な学校の取り組み】 
◇全国平均と比較し、自分にはよいところがある、人が困っているときは進んで助けている、人の役に立 

つ人間になりたいと思う生徒の割合が高いことから、 

・係、委員会活動や部活動、学校行事等で、まわりと関わり合いながら自分の良さを生かし、やりが 

いを感じられるような活動を工夫します。 

・いじめを許さず、互いに助け合い協力することや、仲間を大切にする意識を高めます。 

 

◆全国平均と比較し、将来の夢や目標を持っている生徒の割合が低いことから、 

・市内の企業や近隣の上級学校を訪問して体験的な学習を行うなど、キャリア教育を通して、将来に 

ついて考える機会を設けます。 

・卒業後の進路を見据えて、生徒一人一人に寄り添った丁寧な進路指導を行い、生徒が自らの生き方 

を考え、主体的に進路を選択できる力を育みます。 
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2  授業改善 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良い傾向にあること 全国を100としたときに、本校で特に上回っているもの 

〇授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てな 

どを工夫して発表していたと思う  …40%ほど上回っている 

〇授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う  …30%ほど上回っている 

〇授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていたと思う  …40%ほど上回っている 

〇授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていたと思う  …20%ほど上回っている 
 

改善が必要なこと 全国を100としたときに、本校で特に下回っているもの 

●学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると 

思う  …20%ほど下回っている 

 

【調査結果を踏まえた今後の主な学校の取り組み】 
◇全国平均と比較し、授業では、自分の考えがうまく伝わるよう発表の仕方を工夫している、課題の解決 

に向けて自分から取り組んでいる生徒の割合が高いことから、 

・生徒が見通しを持って学べるよう、単元の学習計画や1時間の学習の流れを明確にします。 

・グーグルフォーム等を活用し、単元や授業の終了時にまとめや振り返りを行い、課題を見つけて次 

の学習へとつなげます。 

・自分の考えを記述し、発表する時間を確保して、思考力や判断力、表現力を高めます。 

・習熟度別少人数指導や学習支援員などの活用を充実させていきます。 

全学年の数学科で、基礎・定着・標準・発展の4コースに分かれて学習しています。 

1コースは１０～２０名程度で構成し、生徒一人一人に合わせてきめ細かく指導しています。 

 

◆全国平均と比較し、学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりする 

ことができていると思う生徒の割合が低いことから、 

・自分の考えをしっかりと持ち、周りに伝える学習活動を意図的に行います。 

・お互いの意見を聞き合うことで理解を深め、広げられるよう、近くの人や小グループで「対話」す 

る学習活動を積極的に取り入れます。 

・タブレットの様々なアプリを使って、互いの意見や考えを伝え合い、理解を深められるよう、学び 

方を工夫します。 
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3  学習習慣・学習環境 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良い傾向にあること 全国を100としたときに、本校で特に上回っているもの 

〇学校の授業時間以外に、普段(月から金)、１日当たり30分以上、読書する  …25%ほど上回っている 

〇家には、101冊以上の本がある(雑誌、新聞、教科書は除く)  …80%ほど上回っている 
 

改善が必要なこと 全国を100としたときに、本校で特に下回っているもの 

●家で自分で計画を立てて勉強をしている  …35%ほど下回っている 

●学校の授業時間以外に、普段(月から金)、１日1時間以上勉強する …40%ほど下回っている 

●学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっている（インターネットを通じて教わっている場合も含む） 

…55%ほど下回っている 

 

【調査結果を踏まえた今後の主な学校の取り組み】 
◇全国平均と比較し、読書に親しむ環境があり、読書をしている生徒の割合が高いことから、 

・朝読書の時間や各教科での取組を通して、読書の楽しさを味わい、本に親しむ態度を育てます。 

 

◆全国平均と比較し、家で計画的に勉強している生徒の割合が低いことから、 

・向陽台中校区の「家庭学習の手引き」を活用し、家庭でのデジタルドリルの活用も含めて、家庭学 

習の定着に向けたアドバイスを続けていきます。 

例) デジタル教科書等 …英語の発音練習 

まなびぽけっと  …小学校の内容を動画で学び、ドリルで力を付けられる 

みんなの学習クラブ、ミライシード、千歳科学技術大学の eラーニング…基礎問題の反復練習 
 

・漢字や基礎的な計算力、語彙力などの「基礎・基本」の確実な定着を図ります。 

授業の始めや終わりに漢字の書き取りや計算問題、英単語や重要語句などの確認の時間を 

確保し、各教科の「基礎・基本」の定着のために、繰り返し学習するように工夫しています。 
 
授業での学習 ⇒ 家庭での自主的な学習 ⇒ 次の授業での復習 ⇒ 家庭でのテスト 

前の自主的な学習 
 

・朝読書の前のスケジュール管理や学習計画(テスト計画)づくりなどで、e手帳を活用して生徒の自 

己管理能力を育てます。 
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【家庭ではこのような取組をお願いします】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭での約束をしっかり決めて、主体的に学習する習慣を付けることが大切です！ 

まず、使い方の約束をお子さんと話し合いましょう！ 

そして、使い方を確認して家庭での学習に取り組ませましょう。 

学校でもスマホ・テレビなどは2時間以内、そして家庭学習への取組を指導します。 


